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未設計・未実装のアイディアであっても特許出願できる可能性があり、
権利化も可能である

発明発掘会の実施によりビジネス関連発明の出願を加速化することも可能

• ビジネス関連発明は「コト」の発明であり、技術
そのものに特徴を求めず、ソリューションビジネ
ス実現のための技術の使い方に特徴がある。その
ため、ジャストアイディアでも特許になり得る。

• このような特徴から、発明発掘会などのアイディ
ア出しにより出願を加速化することも可能。

ビジネス関連発明の特徴

・2024年12月に最新情報が公開
・ビジネスモデル関連発明の出願件数は続伸
・特許査定率も年々向上し、過去最高75％に到達

ビジネス関連発明の最近の動向
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• 上位３つのテーマは増加を維持
• サービス業では、配車サービス、民泊ビジネス、不動産テッ
クが特に拡大している

• 過去７年間の出願件数増加率は管理・経営が最大（約５倍）
だが、2022年に増加ペースが一服

• 特にAI技術が、品質の高い「コト」の提供に結びついきやす
いため、AI技術を用いたビジネス関連発明も増えている。

• 第一次産業の件数が地道に伸びてきている。

１位：サービス業
宿泊・飲食・運輸等

２位：管理・経営
社内業務システム・生産管理・在庫管理等

３位： EC・マーケティング
電子商取引・広告等
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中国
75,107

米国
18,089

主要国全般
• BM特許の審査について日本が最も優しく、欧州が最も厳しい

米国
• 2014年のAlice判決（BM特許に不利な判決）により、一時的に出
願件数が減少

• その後の審査基準等の整備により、BM特許の審査方針が明確にな
り出願件数が増加していたが、2019年をピークに減少に転換

欧州
• BM特許に対する厳格な審査が継続されているため、主要国の中で
はBM特許出願は最低水準

韓国
• BM特許の出願の増加傾向が加速している。
• 日本の1.5倍の出願権数であり、米国と2位の座が入れ替わる可能
正あり

中国
• BM特許の出願が急激に増加し続けている。
• 2017年4月の審査基準改訂によりBM特許の記載等が明確化された

日本
10,848
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・2024年10月にAI関連発明出願動向の最新情報が公開

・AI関連発明の出願件数は続伸（前年比約10％増）

・トランスフォーマに言及するAI関連発明（生成AI関
連）が4年連続で増加。約8倍に。

・AIコア技術の出願が急増

・TOP３の顔ぶれは５年以上変わらず（その他・画像処
理・コア）0
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G06N（AIコア技術） G06T,G06V（画像処理・認識）

G06Q（ビジネス） G06Fその他（情報一般）

G06F16/（情報検索・推薦） A61B（医学診断）

G01N（材料分析） G05B（制御系・調整系一般）

G10L（音声処理） H04N（映像処理）

G16H（ヘルスケアインフォマティクス） G06F40/（自然言語処理）

H01L（半導体装置） G08G（交通制御）

H04L(デジタル情報の伝送) その他
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